2013年度日本ITFテコンドー協会理事会議事録

2013年4月28日

参加者：忠岡会長　藤原副会長　金理事長　李理事　速水理事　豊永理事　清水理事　芝上理事　岸理事（事務局長）
議題1：会計報告

問題無し
議題2：各担当報告

事務局長から

各都道府県連により大きなパイで処理するようにお願い

技術委員会から　

サンボマッソギの反撃をカウンデからノプンデに変更

理由はカウンデだと当たるのでは？
海外の柔法の認識は打撃で締めるのが一般的なので海外で昇段を受けるものは注意を

質問：岸理事→イルボの3番の反撃は？
モアソギの時はアップダウンがないのでは無くて、必要以上に上げるなということ。

質問：少年部の審査基準と帯
審査基準は現場に任せる。帯は15歳以下はストライプ入り。16～17歳はストライプ無し。もし必要となった場合は協会で用意する。

審判委員会から

選手選考委員から
金理事長から：選手の選考をどうすればよいか？AAとの関係は？

こちらで埋めて、残りをAAにも提案。
議題3：各理事からの提案

○　全日本大会の中部開催について（岸理事）

忠岡会長：賛成

藤原副会長：試す価値としては十分

芝上理事：概ね賛成

豊永理事：関東は選手層がいない。やりたい人が多くいるところでやる。県連としては関東から選手を連れて行くことをサポートする。場所の問題もあり。岸理事の意見に対して問題無し。

清水理事：賛成

高山理事：賛成　選考会は実験的にやろう

速水理事：基本的に賛成

李理事：基本的には賛成　東京がどうなるか心配

金理事長：夢としては日本全国にテコンドーを広げて、キャピタルにて行うのが理想。しかし現実を見るとこうなる。意見としては頼もしい。まずは実験的に数回やってみる。

満場一致にて全日本を中部開催を決定

とりあえず2回やってみる。

○　所轄の都道府県連盟が無い場合の協会からの援助（岸理事）
30000円の補助出すことで決定。
事務局レベルでやる。理事会の決議は不要。

○　国際大会の監督等における旅費の補助（岸理事）

選手からは1万円はとってもいいのではないか？
やっていく方向で決定。協会から出すのが理想ですが、それは会計を見ながら事務局長が決定する。

○　IIC-JAPAN時の昇段申請者
金師範　芝上副師範　岸副師範　原田副師範
議題4：人事について
理事の人数について

奇数で減らして行きたい（金理事長）

ITFにおけるプラークカードの数が理事の数に反映されるのが理想（金理事長）

数に関しての意見

忠岡会長：7名
藤原副会長：7名

芝上理事：7名

清水理事：7名

高山理事：7名
速水理事：7名

岸理事：7名　理事長は理事の人数に入るの？→入ります。

関西1名　中部3名　関東3名

○会長：忠岡さん　満場一致
○副会長：藤原さん（筆頭）　速水さん
○理事会

理事長：金省徳（関東）
（事務局長）：岸玄二（中部）
理事：豊永誠司（関東）
理事：高山指月（関東）
理事：清水智彰（中部）
理事：岸玄二（中部）
理事：原田浩直（静岡）
理事：佐々木研介（大阪）
　監査役：芝上さん
　監査役：北澤香織

○選手選考委員会

　委員長：速水勇

　委員：金省徳
　委員：岸玄二
○技術委員会
　委員長：金省徳
　委員：豊永誠司
　委員：清水智彰

○審判委員会

　委員長：李スンボン

　委員：岩崎まさや

　委員：原田尚直

　委員：佐々木研介

※忠岡さんから富田師範を副会長に推薦あり。否決。
議題5：予算案
IIC
ｱｼﾞｱ大会

雑談

